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〇 セ࣓ント系改良土ࡢ試験方法例 

 

条件：現場࡛セ࣓ント系固化材を添加しࣂックホウ࡟よࡾ混合すࡿケース࡜すࡿ。 

 

参考文献：ࠕ下水道施設ࡢ耐震対策指針࡜解説㸫2014 年版 㸦ࠖ以下㸪耐震指針㸧 

地盤改良マニュアルࡿよ࡟セ࣓ント系固化材ࠕ      㸦ࠖ以下㸪マニュアル㸧 

下水道土木工事必携(案)㸫2014ࠕ      年版 㸦ࠖ以下㸪必携㸧 

一般社団法人 セ࣓ント協会ࠕ      HP 質問ࡿあࡃよࡢ 㸦ࠖ以下㸪セ࣓ント協会 HP㸧 

 検討報告書ࡿ関す࡟適用ࡢセ࣓ント系改良土ࡢ下水道管路施設埋め戻し部へࠕ     

            国土交通省 国土技術政策総合研究所資料 㸦ࠖ以下㸪国交省資料㸧 

 

試料土ࡢ採ྲྀ  

現地ࡢ試験掘削時࡟試料土を採ྲྀすࡿ。 

 

 

土質試験  

不良土判定࡟よࠕࡾ第 3 種࠾よび第 4 種発生土࡛ࠖあࡿこ࡜を確認すࡿ。 

 

 

室内配合試験  

ձ 固化材添加量を設定すࡓࡿめ㸪セ࣓ント系固化材ࡢ添加量を 3 つࣃࡢターン㸦50㸪70㸪90 kg/m3㸧

࡛混合させࡓ供試体を作製し㸪材齢 7 日࠾よび材齢 28 日࠾࡟けࡿ一軸圧縮強さを測定すࡿ。㸦マニュ

アル P296 参照㸧 

ղ 地下水࡟よࡿ影響をཷけࡿ場合ࡣ㸪配合試験࠾࡟けࡿ養生を全水浸࡚࡟行う必要ࡀあࡿ。㸦国交省

資料参照㸧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



配合決定  

ձ 室内目標強度ࡣ㸪一軸圧縮強さ㸦28 日強度㸧100～200kN/㎡࡜すࡿ。㸦耐震指針 P212 参照㸧  

ղ 試験結果よࡾ室内目標強度を満ࡓす添加量を決定すࡔࡓ。ࡿし㸪現場࠾࡟けࡿ均一࡞混合ࡀ確保

ࡣ最小添加量ࡿࡁ࡛ 50 kg/m3࡜すࡿ。㸦セ࣓ント協会 HP 参照㸧 

ճ 六価クロ࣒溶出試験を実施し㸪基準値 0.05mg/ℓ 以下࡛あࡿこ࡜。㸦必携 P221 参照㸧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現場施工  

ձ セ࣓ント系改良土を埋戻材࡜し締固めࡓ後㸪供試体を採ྲྀすࡿ。 

ղ 供試体ࡢ現場目標強度ࡣ㸪一軸圧縮強さ㸦28 日強度㸧50～100kN/㎡࡜すࡿ。㸦耐震指針 P212 参

照㸧 

ճ 六価クロ࣒溶出試験ࡣ試料土ࡀ火山灰質粘性土ࡢ場合ࡣ再度㸪実施すࡿこ࡜。㸦必携 P217 参照㸧 

 

 

 

࠙配合決定例ࠚ 

 右図ࡣ材齢 7 日ࡢ一軸圧縮強さ࡛あ

㸪室内目標強度ࡾ 100 kN/㎡を満ࡓすࡢ

ࡣ 47.5 kg/m3ࡢ添加量࡛あࡿ。 

し࠿し㸪最小添加量ࡣ 50 kg/m3ࡓࡢ

め㸪添加量 50 kg/m3࡟決定すࡿ。 

 

࠙注意事項ࠚ 

室内目標強度を高ࡃ設定しす࡜ࡿࡂ

施工後ࡢ掘削ࡀ困難ࡓࡿ࡞࡜め㸪一軸圧

縮強さ 100 kN/㎡を設定値࡜し࡚いࡿ。 


